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はしがき 

 

 土の凍結融解現象を利用した一連の汚染土壌の浄化修復技術が，研究代表者と研究分担

者らにより提案されている．本研究の対象は，細粒分を多く含んだ汚染土壌に対して凍結

融解による透水係数の増加に期待した技術である．本研究期間においては，透水係数の増

加に影響を及ぼす冷却方法等の条件を明らかにすることであった．実験は，主として藤森

粘土と関東ローム等の試料土を用いて，凍結方法，上載荷重，拘束条件，給水条件，土質

条件などの影響を検討した．研究期間における主な成果は，以下のとおりである． 

（１）凍結融解後の透水係数の増加には，凍上作用の影響は小さいと考えられる．それは，

温度降下速度，温度勾配，凍結速度と給水条件が異なっても融解後の透水係数には大きな

違いが認められなかったことから推察される． 

（２）土質条件を除くと，凍結融解後の透水係数に影響を与えるのは冷却温度と上載荷重

であった．冷却温度は，今回の実験に用いた土質においては-5～-7℃程度の温度で凍結す

れば十分な効果が得られることが分かった．また，上載荷重の影響を検討したところ，地

下 10-20m の深度でも，ある程度の効果が期待されるものと考えられた． 

（３）凍結融解による透水係数の変化は土粒子の表面状態に関する何らかの要因により生

じるものと考えられる．これは，冷却温度がある一定温度（-5～-7℃程度）より高いほど

融解後の間隙比が大きく，しかし，透水係数は逆に低くなる傾向があることから推察され

た．さらに，凍結融解前後での液性限界の違い，練り返し試料の一軸圧縮強度圧縮強さと

炉乾燥等の処理を行った試料の透水係数の挙動からも推察することができる．しかし，そ

のメカニズムの解明は今後の課題である． 

（４）透水係数の増加の原因を土粒子配列の変化や凍結吸引力による微細構造の発達など

とする考えも現段階では完全には否定できない． 
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